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表紙：地震被害に続き大雨で崩れた日向地区（6月20日）

全国からのご支援、ありがとうございます

熊
本・みふね町

議会

28年６月30日

特別号



　５月17日に被災の現地調査を行った。４月26日に引き続き2回目。仮設住宅の建設現場（第１

次分については、６月中旬完成）やがれき置き場となる町民グラウンド、各被災箇所を視察した。

またこれらを踏まえ、再度町に要望を行った。（P4に要望事項掲載）

仮設住宅建設始まる
平成28年熊本地震

亀裂が激しい御船台団地内道路（玉虫区）

被災した神社（甘木区）

水路の底が地震で上がってきている（小坂区）

建設中の仮設住宅（旧七滝中学校グラウンド）

個人の宅地も被害を受ける（南田代第２区）

被災状況の説明受ける（南田代第４区）
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全国からのご支援、ありがとうございます

◦宮崎県新富町議会	 （5/13）	（義援金）
◦宮城県蔵王町議会	 （5/16）	（義援金）
◦東洋熱工業株式会社（5/18）	（支援物資）
◦群馬県神流町議会	 （5/23）	（義援金）
◦山鹿市議会	 （5/27）	（支援物資）
◦佐賀県基山町議会	 （5/28）久保山議員（支援物資）
◦千葉県袖ヶ浦市議会	（5/30）笹生議員	
　（義援金・ボランティア活動）
◦北海道喜茂別町議会	（6/1）	 （義援金・支援物資）
◦茨城県利根町議会	 （6/10）	（義援金）

６月 13日現在
平成28年熊本地震　支援一覧（議会関係）熊本地震に対して、たくさんの方々

よりご支援を賜っております。

議会を通じ支援物資や義援金をいた

だきました議会関係者を紹介いたし

ます。

ご支援いただきました皆さまに深く

感謝申し上げます。

千葉県袖ヶ浦市議会 笹生議員 （義援金・ボランティア活動） 北海道喜茂別町議会	（義援金・支援物資）

　６月４日、安倍首相が来熊、視察をした。本

町では、避難所であるカルチャーセンターを訪

れ、被災者に励ましの言葉をかけた。

　６月15日、河野大臣（復興担当）がスポーツ

センター避難所やカルチャーセンター避難所、

罹災発行現場の視察を行った。

　安倍首相も河野大臣も町の現状や課題の説明、

要望にも熱心に耳を傾けていた。

安倍首相・河野大臣、
　　　　　　御船町を視察
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１　宅地等の被災状況を考慮し、仮設住宅に入居を希望する被
災者については、仮設住宅の入居を認めるよう検討するこ
と。また、仮設住宅については、各校区に建設を検討し、
被災者の要望にこたえる努力をすること

２　宅地の地割れ、がけ地の崩壊や裏山の落石の恐れがある危
険な状態である宅地に関しては、現状の法制度の下では町
として十分に対応することが難しいため、新たな法整備や
現状法制度の拡大等を国に対して強く要望すること

３　今城地区は原形復旧にこだわらず、道路の拡幅等、地域住
民と地区の再開発について協議し、支援していくこと

４　被災農地および被災農業施設の早期復旧を図り、御船町の
農業と農業者の生活を再興すること

５　被災商工業施設の早期復旧を図り、御船町の商工業と商工
業者の生活を再興すること

６　間所地区の地すべり工事については、震災に関係なく事業
の進捗を図るよう今後とも県に要望すること

７　町道などの公道は、地域住民の生活に欠かせないものであ
り、早期の復旧を行うこと。なお、通行止めの箇所につい
ては、通行できるよう早急に整備を行うこと

８　御船町の将来に希望を与える災害復興計画を、町民および
議会と共に策定を進めること

９　創造的復興のために、国や県に対し支援の要望を行い、御
船町の 1日でも早い復旧復興の実現を目指すこと

要望事項

　６月10日、13日、平成28年熊本
地震後、震災に関する陳情４件に
ついて事前調査を行った。陳情に
ついては以下のとおり。

◦熊本地震発生に伴う生活道路復
旧支援に関する陳情書（玉虫区）

◦雨水等の排水設備の増設につい
て（陳情）（小坂区）

◦要請書（玉虫区）
　地震による早急な復旧と今後の
復旧方針について

◦陳情書（田代東部地区）
　危険な状態にある宅地における
居住者への支援について

熊本地震に関する
陳情を調査

産業厚生常任委員会 委員長
塚本 勝紀

議員報酬のあり方についての検討・協議
中断について

　御船町議会改革推進特別委員会
では、これまで議員報酬のあり方
について検討・協議を重ねてきま
した。
　昨年 11 月には、地方分権時代に
おける議員報酬のあり方について
中間報告を作成し、意見聴取を行
うなど「議員報酬のあり方」につ
いて、検討・協議を進めてきたと
ころであります。
　しかし、今年４月 14 日と 16 日、
熊本地震が発生し、御船町におい

ても甚大な被害が発生しました。
　議員報酬のあり方についての検
討・協議は、議会として大変重要
な課題ではありますが、御船町議
会改革推進特別委員会として、町
民の生命・財産を守るために、震
災復興に集中すべきと判断し、議
員報酬のあり方についての検討・
協議を当面中断することとしまし
た。
　なお、中断の期間については未
定であります。

議会改革推進特別委員会 委員長　福永　啓
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